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健康に関する知識をもつ機会！



「職域健診」

職場で実施している健康診断の血液検査にプレコンの検査項目の追加可能。
検査結果に注意点があれば、オンラインで医師と面談することも可能。

職域健診で対応できない方や専業主婦・自営業者などを対象
県と提携している医療機関に自分で直接予約し、受診する。

「協力医療機関で健診」

健康診断と同日に、気軽に受けることができる。

医療機関まで足を運ぶ必要。自主的！

山梨大学産婦人科
プレコンチーム9名

県内 開業医



「職域健診」

「協力医療機関で健診」

1年目 1305 人
2年目 2462 人

1年目 176 人
2年目 428 人

検査代金 5万円以上（人件費込み） ・本人負担なし

約4300人

2億円以上の事業

県職員の皆様に感謝



月経困難症

・ 月経を有する女性の 45～95％
Iacovides S et al. Hum Reprod Update. 2015

・ 子宮内膜症のリスクを 5.7倍 高める。 95% CI 3.82–7.22

El-Hadad S Front Reprod Health. 2023





Darrow SL, Epidemiology. 1993

・月経のサイクルが短い

・経血量が多い

・子宮収縮が強い

子宮内膜症のリスクファクター



・ご自身で経血量が多いと感じている方

・貧血の方 （Hb＜12)

・月経痛が辛い（１０点中 ７点以上）

・AMH 卵胞の数を推定するマーカーが低め

・やせすぎ、太り過ぎの方

一般女性の

33%がいずれかに
該当することが判明

オンラインでの個別面談を重要視！



個別面談をする VS 講義および書面での
フィードバック

秋田県

Fujishima A J Obstet Gynaecol Res. 2025 
PMID: 40494509

愛媛県

知識

安心感

行動変容

より有効

より有効

より有効



①オンライン面談実施状況

②意識変化・行動変容（事後アンケート）



「職域健診」

職場で実施している健康診断の血液検査にプレコンの検査項目の追加可能。
検査結果に注意点があれば、オンラインで医師と面談することも可能。

職域健診で対応できない方や専業主婦・自営業者などを対象
県と提携している医療機関に自分で直接予約し、受診する。

「協力医療機関で健診」

医療機関まで足を運ばなければいけないが、希望に応じて医師の診察を受診可能。

気軽さ（アクセス・料金）

考察

裏目に出てしまったかも、、、



①オンライン面談実施状況

2024年度、1305 人が健診をうけ、約400人がオンライン面談対象

・2025年度はon line 面談に 1000 円のインセンティブをつけた

2462人が健診をうけ、約800人が オンライン面談対象

→ 面談者 ３人！ 0.75％

→ 面談者 89人！ 10％！



オンライン面談実施における参加者の声（要約）

面談の価値

•結果だけでなく、背景・意味・今後の対策まで把握できた

面談の特徴

•1対1で気になる点を直接医師に質問

参加者の変化
•不安が軽減し、前向きに治療・受診を検討
•自身の体・生活を見つめ直すきっかけ
•次に取るべき行動（受診・検査・ワクチン等）が明確に



プレコン健診

気軽さ（アクセス・料金）

⾧所）多くの人が受診

短所）データに真摯に向き合うか不詳
私見

健康リテラシーの あまり高くない人にも プレコンを伝えるべきでは？



①オンライン面談実施状況

②意識変化・行動変容（事後アンケート）



2024年度プレコン健診 1年後アンケート
対象者数：1,305人

回答人数：158人 回答率：12.1％

インセンティブなし

②意識・行動変容について



①

②

③
④ ⑤

① とてもあった

② 少しあった

③あまりなかった

④ 全くなかった

⑤ わからない

①とてもあった ＋ ②少しあった

75％

①

②
N＝158



①

②③

⑤
① とてもあった

② 少しあった

③あまりなかった

④ 全くなかった

⑤ わからない

①とてもあった ＋ ②少しあった

52％

①

②

④

N＝158



31.4%食生活の改善

40.9%サプリメントの摂取

14.6%自身の健康について振り返り、医療機関を受診した

22.6%パートナーと自分たちの将来について話し合った

12.4%結婚について真剣に考え動き始めた
17.5%妊娠について積極的に動き始めた

n=137

プレコン健診を通じて、ある程度の行動変容は起こすことはできるのでは？



気軽さ 真摯さ

・インセンティブ？

・費用：自己負担の必要性？

私見



まとめ

① 健康人を対象： 医師と面談を希望するケースは少ない

＊病気ではないので、通常の医療とは異なるアプローチが必要と反省

② インセンティブの導入（1000円） ： 医師との面談率は増加

③ 行動変容:       食生活を中心に起こっている印象があり。



ご清聴ありがとうございました。

発表の機会をいただき
世話人の先生方に御礼申し上げます。


